よく、アニメなんかで、ビーム砲とか、レーザーガンとか、あるだろ。。

　普通の鉄砲ってのは、弾が飛んで行くんだ。
　ビームとか、レーザーってのは、、空間を伝わる。って考えた方がいいかも。

高校の時、まあ、これは相対性理論をやる奴は誰でもつまずくと思う。
　「光速度不変の定理」と言って、、
　昔、権威ある科学者たちが、太陽光線の速度が、、、、
　　　地表の観測点は、朝は太陽に近づいていく
　　　夜は離れて行く　から、速度が変わるはずだ。。。と言って、どうやったか、太陽光の速度を計ったんだ。それで、速度が変わらないから、
　「光は絶対に速度が変わらない。」と言ったんだ。それが、高速度不変の定理と呼ばれてる。
　相対性理論の原文は知らないが、僕は、アインシュタインは、高速度不変の定理を基に、その方向を走り続けたらどうなるか、、と言う事をまとめて、それを、相対性理論と呼んだんじゃないかと思う。

例えば、
光は1秒で30万キロ進む。
100万キロの鉄の棒があったとして、
これを100万キロ先の相手に持たせて、こちらの端っこをノックすれば、
　光よりも早く、信号を届けられるのではないだろうか?　　　と、考えた。


　　　　　　　　　　鉄の棒



　　　　　　　　　　　100万キロ







さて、、
　何も無いように見えても、「空間」がある。
　重力が、無限の遠くにまで届くだろう。。。。と、、。。。

でも、これがややこしくて、、、
ややこしくてな、、、

まあ、、横になるか、、、
